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Aeon CLR® シリーズ | ユーザーガイド

単位: mm A B C D

AR90H-CLR 2013 1993 1142 1122

AR100H-CLR 2234 2214 1265 1245

AR120H-CLR 2677 2657 1514 1494

スクリーン表面のほこり、汚れ、傷は品質とパフォーマンスに

影響します。画質を適切に維持するには、以下の手順に

従ってください。

1）スクリーン面は水平構造です。画面を上下や円運動

で拭かないでください。左から右にのみワイプします。

2）画面表面のほこりを柔らかいブラシまたはマイクロファイ

バーの布で拭きます。ざらざらしたタオルや布は画面の表

面を傷つける可能性があります。

3）湿らせたマイクロファイバーの布で水を薄めた中性洗剤

で画面をそっと拭きます。

注：保証の対象外である材料の損傷を防ぐために、次の

注意事項を常に守ってください。

•画面の素材に触れないでください。指紋を残します。材

料を取り出す際に手袋を付けて下さい。

•素材を傷つけないでください。画面の表面に永久的な跡

が残ります。

•素材の損傷を防ぐために、指先やその他の鋭利な物体

で画面素材を指さないでください。

•アセトン、ベンゼン、アルコール、その他の有機溶剤を使

用してスクリーンの素材を拭かないでください。そのような化

学物質を使用すると画面に永久的な損傷を与えます。

A
B

DC

寸法表 画面のメンテナン

分解図

本体とパーツリスト

(1) エッジトリムA x2
(2) フレーム A x2
(3) 壁掛け金具 x4
(4) アンカー x8
(5) 木ネジ x8
(6) ショートセンタージョイントx2
(7) M4x4 ネジ x24
(8) ロングセンタージョイント x4
(9) エッジトリム B x2
(10) フレーム B x2
(11) M5x6 ネジ x48
(12) L字ジョイントB x4
(13) エッジトリム C x2
(14) フレーム C x2
(15) L字ジョイントA x8
(16) サポートバー x1
(17) バネ x74-84
(18) StarBright CLR® 生地 x1
(19) 予備スプリング x8

注：リストされている測定値は、一般的な参考値です。

フレーム幅 =
28.2 mm (1.1”)

フレームカバー幅 = 10mm

L
H

単位:mm 90 100 120

L 1500 1500 2000

H 960 1083 1332

壁の取付

上取付金具 下取付金具

注：下部
金具は上
から下に
調整でき
ます。

約±3mm

注：下取付金具は本体取り付ける際に上に

上がるため、ネジを少し余裕をもって締めて下さ

い。

（1）2人で本体を持ち上げ

て、下取付金具に合せて取り

付けます。

（2）上部金具を取り付ける

際は本体を少し引っ張り上げ

て取り付けて下さい。必要に

応じて画面を左から右に調整

します。

注：スクリーンを壁に掛ける前に、生地の方向が正しいことを確認してください。材料には

TO Pのラベルが付けられています。

1.ショートセンタージョイントを使ってエッジトリムA＆Bを接続し、上部/下部フレームに装着します。

2.

.

L字ジョイントBをサイドエッジトリムCに取付てから上部/下部エッジトリムBと接続します。

3 センターとコーナーの接続部分を調整しながら隙間がないようにM 4 x4ネジで固定します。

21

65

43

4.左の図に示すよう

に、各エッジトリム（1

～6）の中央にある

バネBをフレームに取

り付けます。

エッジトリム

(19) バネB

(1)

(2)

(5) 木ネジ
(4)

(3) 上取付金具

(5) 木ネジ

(4)

(3) 下取付金具

アンカー

アンカー



スクリーンの設置

ササポポーートトババーーのの設設置置

サポートバーの先端

を中央のフレームの

溝に取付後、同じ反

対側のフレームに取

付ます。

(16) サポート

バー

サポートバーを正しく取り付ける方法については、右側の図を参照し

てください。

フレーム

(裏面)

注：すべての穴が揃っていることを確認し、

フレームの断片が揃っていて（隙間がない）、ネジを締めます。

(8) ロングセン

タージョイント

(11) M5x6 ネジ

センター取付後

(15) L字ジョイン

トA a

(11) M5x6 ネジ

コーナー取付後

(2) フレーム A (10) フレームB

(14) フレームC

(2) フレーム A(10) フレームB

(14) フレームC

溝入れ

溝に正しく設

置されたサポ

ートバー

スクリーン生地の設置

1.付属の白い手袋を着用し、2人で同時に

付属白い布の上で生地を慎重に展開しま

す（生地の正面を下に向けます）。

2.組み立てたフレームをスクリーン生地

の上に注意深く静かに置きます。

3.フレームの端と生地（a1 = a2）の間の距

離を約35 mm に調整します。

Backside

バネの固定方法

設置する際に二名作業

1. バネを取り付ける際は一度３つを設置、真

ん中バネを設置してから左右を設置。順番は

（A→B→C→D）
2. バネを中央からすべてのコーナーまでに同時
に取り付けます。

3. 最後にコーナーのバネを取り付けます

（E→F→G→H ）
4. 組み立てられたスクリーンの平面度を検査

C

D

A B

F

E G

H

①

バネフック

(18) 生地

②

エエッッジジトトリリムムのの設設置置

コーナー取付

(12) L字ジョイント
B

(6) ショートセンタージョイント

(17)バネ

a1

a2

a1=a2

(18) 生地

バネフック

生地の穴

 

 

フレームの組立

センター取付

フレームにバネを掛け
てから、バネフックを
使用して材料に取り付
けます


